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１． はじめに 
土工事における,掘削土運搬に係る「日当りの運

搬台数」は,これまでダンプトラック運転手が記録
用紙に手書きで記入していた.本稿では,国土交通省
発注「二子屋地区外掘削護岸工事」で丸本組が試行
採用した,「複合ナンバー解析 AI ダンプ入退場管理
システム」（以下「本システム」）を用いて,運搬日
報の自動帳票化を試みたので,その精度検証結果を
報告する. 
 
２． 試行概要 

本システムは,現場に設置したカメラ映像を画像
解析 AI で分析,運搬車両のナンバープレートなどを
読み取り,この捕捉時刻をリアルタイム集計して表
計算ソフトに表示するシステムである.（図-１参
照）カメラは掘削箇所と土捨場に各 2 台,合計 4 台
設置した.電源はソーラーバッテリーを使用し試行
期間は,２０２２年 11 月から翌年 2 月までのうち,
天候不良や通信障害によりデータ取得が不安定であ
った日を除く約 45 日間であった.試行した項目と精
度検証方法は以下の通りである. 
【運搬日報自動作成】 

従来手法で記録した運搬記録に対し,本システム
で作成した日当たり運搬台数の誤差を比較した.  

 
【泥落し装置使用判定】 

運搬路の汚損防止策として土捨場に設置した泥落
し装置の使用状況を,本システムで判定し,これを記
録映像と比較した.（図-2 参照） 

 
３． システム構成 （図-3 参照） 

本システムは,カメラ映像をクラウド上の AI サー
バで解析する,「クラウド型 AI アーキテクチャ」を
採用している.AI は画像解析 AI で広く使われる物体
検出 AI を用いており,ダンプトラックの固有識別に
使用した.AIの検出結果は,プログラム処理され,エラ
ー デ ータ の補 正や 除外を 行 って いる .こ の構 成
は,LTE 通信切断時に AI が判別できない弱点はある
が,消費電力が低く,カメラ用のソーラーバッテリー
で運用できるため,コスト抑制に優れている. 

AI は,SSD や YOLO に代表される教師あり学習に
よる物体検出 AI を用いている.一般的に AI の開発
には数ヶ月を要するが,工事期間が比較的短期の現
場にも対応できるよう,約 10 日間の運行データで調
整（強化学習）が可能な方式を採っている.教師デー
タは,公開データセットは使用せず,独自に収集した
データを用いている.これは公開データセットの多図 1 ナンバー読み取り状況 

図-2 泥落し装置使用判定 
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くが海外製であり,海外データを含めることで,例え
ば銀色のダンプトラックを救急車と誤判定するとい
った,検出精度の低下を極力避けるためである. 

 
４． 試行結果 
【運搬日報自動作成】（図-4,5 参照） 

掘削土を積載および荷下ししたダンプトラックが,
現場や土捨場を通過（入退場）する時刻と車両ナン
バープレートなどを捕捉し,ダンプトラック固有の
識別情報として自動記録した.結果,学習不十分な車
種で誤判定が増える傾向があり該当車種の有無で精
度が上下した.また,通信障害や降雨・降雪,カメラが 
西陽を捉える夕暮れ時などは判定精度が低かった. 

従来手法で記録した運搬記録に対し,本システム
で作成した日当たり運搬台数の誤差を比較した結果,
認識精度は平均で 94%であった. 

 

【泥落し装置使用判定】（図-6,7 参照） 
土捨場で捨土した後,ダンプトラック退場時刻を

捕捉するカメラが,泥落し装置上で,タイヤを１０秒
間以上回転させた時を”OK”,１０秒未満を“NG”と
判定し,これを運搬日報に記録した. 

試行開始当初は誤判定も見られたが,平均精度は
96%であった.また,“NG“判定の際には,赤色回転灯
を連動させてダンプトラックオペレータに注意を喚
起するとともに,朝礼や打合せの席で改善指導した
結果,“NG“件数は激減し,道路汚損に関する苦情は, 
1 件も発生しなかった. 
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図 -3 システムシーケンス 

図-4 運搬日報 

図-5 日当り運搬台数認識精度 

図-6 泥落し装置 注意喚起 

図-7 泥落し装置判定精度 
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